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話者 I 女 20代
約45分 話者Iの自宅









↑ 上昇音調 i ( ) 非言語行動
↓ 下降音調 × 開き取れない箇所（1拍を表す）
一→ 平板音調 沈黙の間（1秒を表す）

















1種である．例えば，次の（例1）における「それでねー↑ J，「そしたら－J, rでー 」，（例2）にお
ける「だからJ，「そうすとさーJ，「でも」がその例である．
（例 1) 資料5より
01Kiなんかね｝↓ これ わたしがー ふざけてね？ なんか （笑う） 向こうがね （笑う） 手紙
02Li （笑う）
03Kil乙ね｝↑ あのー あれつ A あの かいつ あの｝新しい曲が色々できたんだ とか言つ
04Li うん↓ （笑う）
OSK！てるからー うん↓機象額調笑わないでよー （笑う） 係機縁議多額 （笑う） 新しい
06L: （笑う） （笑う） （笑う）
07K：曲ができたんだって書いてたから うん↓ あたしあーそれは一度聞いてみたいわ って
08Li うん↓
09K！いうふうにー ちょっと 挨拶みたいに書いたのよ一機繁務髪務あのすぐ カセットを送った
10Li うん↓ うん↓
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11K！からね とかつて返事が来て えー ↑ とか思ってー その手紙はすぐ来たんだけ
12L! ふーん うん↓ うん↓
（例2) 資料5より
01Ki音楽やってる人にとってさー それねー↓ んっ 美術なんかでもそうだと思うけど 美術館なんか
02Li うん↓
同展覧会とかも高いじゃないー↓盤醤千円とか取るとこあるでしょう↑ あ一一一ん
04Li うーん↓ 本当ね↓ うん↓ あるねー↑




09K！っちゃうでしょう↓ それってね悲しいなーとは思うよ うー ん↓















01 Biふ一一一ん そう↑ あんまり話さなかった↑その時
02Fi うん↓ 00先生は本当に一言だけ うん↓ うんうん
03B: うん↓
04F lうん 《《 A でも 一番分かりやすかったけど （笑う） フラ
OS Bi うん↓
06F！ンス人ーが どうして一 日本人から見ると なんでいうの↑ こ個性が強いとかそういう
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07B i うんうんうんうん う
08Fはョうに思われるか という話でー それはー あのー教育一ーに A あのー理自があって
（例4) 資料3より
01Gi《 A あのなんかーんー→この間一初めてーあの職場の人と 食事をしに行って
02Hi うん↓ 中華街↑ う
03G( 中華街じゃなかったんですよー で除後綴媛議緩後援務幾重ヨ今度パーティーを
04Hiん↓ 中華街じゃなかったの↑え一一 うん↓
OSGiやるんですね↑ あのー 《 何だろう 6月一10日に コースが終わるんですよ
06HJ うんうん あーその修了
07G: うー ん↓ でその下見っていうのがメインの目的でーでまあ他に
08H／パーティーみたいな↑ うん↓ （咳） うんうんうんうん
（例5) 資料2より
01 Bl A 《《《 ん一→ あー
02F 今日 なつにもねー↓ 予習せずに一 行って－ 00先生の授業なんだけど…











う一一ん↓ 長いなー と思って もう
09B/ うん↓
10Fiその 00先生にー あのー論文の計画書↑ を提出しなくちゃいけなくて こんっ今月 末
11Bi そうだね↑














01 Iiもう 仲人さんが挨拶の時に入ってたんだわね↑ あたし だからさー もう 自分が一体
02 Ji ふ一一一ん
03 I iいつ歌っていいか分かんないじゃんねー↓ まあそんな まだ始まったばかりだから まだ
04 J / うんうん
OS I iまだだと思ったけど でどきどきしててさー そいで何回も何回も何回もさ－
06 Ji うんうん うー ん↓
07 I！お色直しとかでいなくなる聞に歌うでしょう↑ そすと 司会の人 じゃー ここであ
08 J J うんうん
09 I iのー 自’慢の喉を披露してもらいましよう とかつて言うんじゃんね （笑う） それで あたしか
10 Ji （笑う）
11 Iiな…↑ とかつて思って… どきどきして （笑う） そしたら 親戚のおじちゃんだったとかさ－




01 B i《《 なんか最初に聞かれたのがー あたし移入民一子女の一 子供が持ってい
02F! うん うー ん↓
03B：る言葉の問題とかさー 取り上げたじゃんねー↓ 《《 iどうしたの↑
04F! うー ん↓ I いや雨降ってるか
OSBi 傘持ってる↑ 貸してあげるわ うん↓××



































うん↓ ×××× あ本当↓ あ そういうのを読むといいね
OS Bi f典的委託守主主j 「砂漠一この神の土地」っていう エッセーがある と思うよ あの




うー ん↓ サン＝テグジュベリとかもそう↓ うー ん↓
09B ！なにか共通する点 あるかもしれないから 読んでみると いいかもしれない









目）のように，何かを伝え続けようとしている． この「あのねー↓ J の使用も r注目要求」とい
う行動の現れだと考えられる．但し，この伝え続けようとする γ何かJ は聞き手である話者C
の「でもねー↑， うん↓，世の中ねー↓，そんな忙しい人ばっかりじゃないでしょう↓ J(10, 12 
行目）という発話によって中断されている．
（例9) 資料1より




さー押しを強く とかさー あの向こうが嫌だと言っても 諦めないとか
うん↓ うー ん↓ でも でもー
いやっ そう↓ A そんな感じする うん↓
でも そう嫌かな撮られるの 《 時間が問題↑ 時間の拘束だけ
うん↓ 結構ねー↓ うん↓
でもねー↑ うん↓ 世の中ねー↓ そんな忙しい人ばっかりじゃ
そうだけどさー なんかー 《 でもさー なに…↑ ついでだったらいいけどー
フ
わざわざこれのために学校に来る とかつてことは絶対ならないからー だから











02 J やんって今 どこの営業所にいるの↑









ゃんかみつ 上前津だったかなー↓ 《うーん↓ なんかあんまり はっき
連絡しとらへん （笑う） あ ほんま
07 I：り 覚えてないけど上前津だったような気がする 《 かみまえつ あっ 上前津じゃな
08 J ! ふ一一ん
09 I iいかなんかどこだったかなあんまり はっきり分かんないけど うん↓ すっ









01 B もう 東京一一
02F! A なんかこれー これができたからすっごい気分的にまあ楽っていう あーすごい
03B！行くのも 気楽じゃん↑ そこが偉いんだって あたしさー どっか行くのにさー
04F ×××× ×××× ××××× か
OSB! 隊溺踏切 何でも終わらせて行こうと思うんだけどー それやった
うー ん↓ うーん↓
07B！試しがないもん 偉いね↑ Fちゃん なんで↑






























だから 実際に… そ介護するんじゃなくって一事務的な処理 《 をする
うん↓ ふ一一一一一一一一…ん A あ一一
上の（例 12）では，「そのお年寄りのー↑ Jrそういう仕事↑ J という注目要求に対して，聞き
手である話者Jがそれぞれ， 08行目の「うん 」と 10行自の2番目の「うん↓」という発話に
よって自分の注目を表している．
上に挙げた 5つの「注目要求」以外にも，次の（例 13）にみられる「～さ」「～よ」「～ねJ 「～
よねJ のような表現によって，聞き手に注目を求めるものもある．
（例 13) 資料5より
01Ki うー ん↓ 、 うー ん↓
o叫名前でも圏ちなんか一匹ヨ読み方が全然違う子叩巾圏 今日も大ぼけ
03Ki うー ん↓
04Ljで 「トミロわ って書いてあるんだ函習 名前でも 「トミオ」 って読むの凶それを
OSK：うん↓ うん↓
06Li 大きな声で 「トミロウ一一」 とか言ったら （笑う） で みんながそれを笑うんだって
07K：－……ー
08Li 「先生，トミオだよ」とか言って A ん まあ いいやー って思って カッコーいい名前の子
このように，情報依達行動の r持続」にあたって，「注目要求」も技術の1種として使われる．



















02H！日常の物は h 荻謹の辺り h 荻窪の辺りで済ませてー デパートは 《《 14'i~浮ききj 何か
03G! うー ん↓ うー ん↓
04H！捜すからー あー ん たくさん物を一応見たいな｝↑ 品物を見比べたいなー↑ っていう時は
OSGi うー ん↓ うんうん




10Hfうようなケースの時は一 吉祥寺の伊勢丹 （笑う） うー ん↓ 《 そんなに人も




01Ai うん↓ ちょっとねー ↓ インフォーマントにさー ちょっと 機械がうっ 動き
っちゃうねー ↑ う一一ん う
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ませんので また来週お願いしますって言えないじゃない↑ いっ M1の人なんかだったら
うん↓
まだいいけどー そんな初対面の人とかだったら ちょっとねー↓ だ、からー
うんうん そうだねー↓ うー ん↓
今だから M1の人色々 お願いしてるけどー はっきり含って機械操作のなんか
うん↓
（例 16) 資料1より
01Aiなんーか これで もう あたしは消耗しきってるよ この2週間 1週間かー 2週間ぐらい
02Ci そうだね↑ あ一一一 被験者の人捜し
03Ai そうそうそうそうそう だから一理想ー り多けれ
04C jで↑ うん↓ でも最終的には何組要るの↑ 何だっけ
OS Aiば多いほどいいけどー ま…あ 00先生なんか 4組でいい とかつて 言っててー うん↓
06Ci うん↓ うん↓ 日本4組
07Ai だから 8人8人 だけど《んー→隊議銀調うーん↓でもそれも見
OSC！向こう 4組 うん↓ うー ん↓










02Hい《 今年のお正月に A 中華鍋とかいろんなものを 買い出しに行きながら
03Gi 
04Hi中華も食べてー って 《 その時に A あれほら あのすごく 有名な店が並んでる通り
OSGi A いしかわちょう 元町 うー
06H！って｜なみてW翌九だづたっザ！ いしかわちょう そうそうそうそうそう 元町そう
07G1ん↓ うー ん↓ A 《 まあ歩いて歩けない距離じゃないけど
08Hiそうそう 《 で そこを通って
日本語母語話者の会話における「情報伝達行動の持続J 73 






























02F i （笑う） 届け出て いやんーん↓↑ それは後で書いたの↓ （笑う） もらってから
03Bi×× うー ん↓ そうよねー↑
04F! うー ん↓ 書いといた方がいいよー なくした時にねー↓ あのー戻ってくるか
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05 Bi A A あのさー わたし うーん↓ 使われてたでしょう↓
06F lら そしたら使えうーん↓前は使えたー 前は使えたコピー機
07Bj うん↓ えー ↑
08F iにー これこのカード入れても使えないからー どう どうしたらと思って 分
09B！本当↑ でも まだ途中でしょう↓
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